
第10回定時総会会長あいさつ

一般社団法人えひめ産業資源循環協会

 会長　　西　山　　　周

　皆さん、改めまして今日はありがとうござ

います。

　議事に先立ちまして、一言ご挨拶申し上げ

たいと存じます。

　今年、昨年そして一昨年もそうです。コロ

ナ禍ということで、この不自由な中での総会、

特に今日お集まりの新旧理事の皆様方には無

理を言ってこういう形での総会の開催にご理

解いただきまして本当にありがとうございま

す。

　コロナ禍での総会は、もう３回目となりま

したので皆様も随分慣れてきたと思いますが、

全国の産業資源循環協会の中でもかなり人数

的、予算的にも上位の方にある愛媛としては、

今回の総会では、表彰式、ご来賓の方々そし

て懇親会という形で、集まっていただいて、

また力をつけていただければと思っておりま

したが、このような形でございますのでやむ

を得ません。

　先程、物故者の方々のお名前がご紹介され

てご冥福をお祈りしたところでございますが、

理事であった方や顧問であった方もいらっ

しゃり、思い出されることが多々ありました。

新しい組織になって10回目ということです

が、それ以前から言うと、もう40周年を越

えており、非常に歴史のある会です。産業

資源循環協会というのは、いわゆる産業廃棄

物業界でありますが、このコロナ禍でいかに

我々がエッセンシャルな仕事、基礎的な仕事

をしていたかということを、一般の方もそし

て我々自身もよく認識を新たにしていただい

た機会ではなかったかと思いますが、なかな

かこのコロナ禍の中で従業員をいかに守って

いくか、経営をどのように舵を取っていく

かということで皆さん大変だったと思いま

す。間もなくと言うがなかなか明けませんが、

我々のようなエッセンシャルワーカーという

のは、世の中の先進国になればなるほど切っ

ても切れない業界でありますので、また皆さ

んのお知恵を拝借しながらこの会を力強く進

めていきたいと思います。

　先程表彰の話も少し触れましたが、本来で

あれば知事感謝状、全産連や当協会会長表彰

を多数の方が受賞される予定でしたが、今日

は本田明さんそれから髙橋さんはお越しでご

ざいますので、理事会の後、改めて伝達をさ

せていただきたいと思いますし、藤岡建設さ

んも法人として知事感謝状を受賞されており

ます。そのあたりも後程の理事会でご披露し

たいと思います。

第10回定時総会第10回定時総会
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　いずれにしましても我々エッセンシャル

ワーカーに対して、知事さんはじめ全産連か

ら表彰していただけるような形が今後も続き

ますよう、皆さんにはご尽力いただけますよ

う力強くお願いしたいと思います。

　今日はこういう形でございますので、４月

の理事会そしてその前にありました総務委員

会でも本日の議題については皆さんにはご了

解を得ておりますが、この総会後の理事会で

最終的に確認を取りたいと思っておりますの

で、忌憚のない活発なご意見ご質問もちょう

だいできればと思っております。

　それでは長々となりましたけれどもこうい

う変則的ではありますが第10回の定時総会

をよろしくお願いいたします。本日はありが

とうございます。
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第10回定時総会

　第10回定時総会は、コロナウイルス感染

症対策のため、書面による議決権の行使方式

により、規模を縮小して令和４年５月30日

(月)ホテルメルパルク松山で正会員378名の

うち213名（出席20名書面決議193名）が

出席して開催された。

　中畑副会長の開会宣言があり、続いて、会

員の物故者に対し黙祷を捧げた。

　西山会長の開会挨拶の後、議事の審議を

行った。

議　　事

第１号議案　�令和３年度事業報告並びに収支

決算の承認に関する件

（報告事項）　�令和４年度事業計画並びに収支

予算の報告に関する件

第２号議案　役員の選任に関する件

第３号議案　�役員の報酬並びに費用に関する

規程の改正に関する件

第４号議案　�総会決議事項の補正変更の委任

に関する件

　各議案ともに審議の結果、原案どおり承認

され、岩岡副会長による閉会挨拶で終了した。

令和４年度第10回定時総会が開催され、各議案とも原案どおり承認された。

第10回定時総会第10回定時総会
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令和４年度第２回理事会にて新三役決まる!!

　５分間の休憩後、引き続き令和４年度第２回理事会を開催し、理事の互選により会長・副会長・

専務理事を選任した。

　理事会終了後西山会長より、愛媛県知事からの感謝状及び協会長表彰として本日出席されて

いた２名に対して表彰状と記念品が贈呈された。

左より安岡専務理事、中畑副会長、西山会長、小池副会長、加藤副会長

第10回定時総会第10回定時総会
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（令和４年５月30日）

令和４年度一般社団法人えひめ産業資源循環協会役員名簿

役職名 氏　　名 会　　員　　名 新任・再任

会　　長 西　山　　　周 ㈱トータス・グリーン 再

副 会 長 中　畑　孝　介 愛媛砂利㈱ 再

同 小　池　正　照 ㈱カネシロ 新

同 加　藤　和　宏 ㈱イージーエス 新

専務理事 安　岡　誠　司 （一社）えひめ産業資源循環協会 新

理　　事 貴　田　敏　幸 ㈱みたらい 再

同 岩　岡　一　平 ㈲伊予開発 再

同 佐々木　隆　二 ㈲佐々木産業 再

同 白　石　泰　雄 ㈱三興 再

同 濱　口　　　誠 ㈲吉田町清掃社 再

同 児　玉　 誠一郎 城東開発㈱ 再

同 髙　橋　辰　夫 タツミ企業㈲ 再

同 大　西　良　樹 ㈲ジー・シー・オー 再

同 三　谷　眞　司 グローバル環境サービス㈱ 再

同 近　藤　雅　美 一宮運輸㈱ 再

同 池　田　昌　隆 平成産業㈲ 再

同 桑　原　涼　一 桑原運輸㈱ 新

同 渡　部　伸　哉 ㈲三和興産 新

同 西　村　直　樹 ㈱西村商事 新

同 天　野　隆　章 松山容器㈱ 新

監　　事 本　田　　　明 住鉱物流㈱ 再

同 今　城　靖　浩 松山容器㈱ 再

同 佐　伯　直　輝 佐伯公認会計士事務所 再
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○ 知事感謝状（個人）

本田　明　殿
（新居浜市
住鉱物流株式会社　取締役）

髙橋　辰夫　殿
（新居浜市
タツミ企業有限会社　代表取締役）

知事感謝状贈呈者

第10回定時総会第10回定時総会
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○ 知事感謝状（法人）

藤岡建設株式会社　殿
（西条市
代表取締役　藤岡　一貴）

○ 功労者表彰（規定第４条２号該当）

会長表彰受賞者

清水　秀樹　殿
（今治市
有限会社清水組）

西原　義定　殿
（松山市
西原資源株式会社）

本田　紀彦　殿
（松山市
大光物産株式会社）
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○ 優良事業所表彰（規定第４条３号該当）

中央道路株式会社　殿
（四国中央市
代表取締役　柴田 健太）

今治加工株式会社　殿
（西条市
代表取締役　北岡 康典）

有限会社森産業　殿
（松山市
代表取締役　森　信彦）

明星運輸株式会社　殿
（新居浜市
代表取締役　明星　元）

長崎工業株式会社　殿
（今治市
代表取締役　山崎 文雄）

有限会社上田産業　殿
（八幡浜市
代表取締役　上田 徳七）

前田道路株式会社 愛媛合材工場  殿
（西条市
工場長　信田 剛秀）

四国名鉄運輸株式会社  殿
（松山市
代表取締役　白方 寿人）
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○ 優良従業者表彰（規定第４条４号該当）

竹原　和人　殿
（新居浜市
株式会社イージーエス）

佐川　圭司　殿
（松山市
株式会社トータス・グリーン）

寺尾　一志　殿
（新居浜市
株式会社イージーエス）

阪和　大輔　殿
（伊予市
有限会社伊予開発）

南　秀和　殿
（松山市
株式会社Ｅ－システム）

兵頭　剛志　殿
（新居浜市
一宮運輸株式会社）
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令和４年度　第２回理事会の開催

１．議　題

　⑴�　会長（代表理事）、副会長、専務理事

の選任について

　　�　議長より会長、副会長、専務理事の選

任案について説明を事務局に求めた。

　　�　議長は各理事に諮りその結果、満場一

致で次のように採択された。

　　�　決議事項　代表理事（会長）は西山周

理事、副会長は中畑孝介理事、小池正照

理事、加藤和宏理事、業務執行理事（専

務理事）は安岡誠司理事が選任され、就

任を各々承諾した。

　⑵　常勤役員の報酬決定について

　　�　定款31条に役員は無報酬とする。た

だし常勤役員は報酬等を支給する事が出

来るとあり、総会で決まった規程（役員

の報酬並びに費用に関する規程）に基づ

き役員報酬別表第１のＣ欄適用とする事

が決議、承認された。

　⑶　事務局長の承認について

　　�　提案通り安岡専務理事が兼務すること

で承認された。

　⑷�　適正処理推進事業等活動支援金交付申

請について

　　�　事務局より、八幡浜地区の申請につい

て資料に基づき説明があり、承認された。

　⑸　新規加入及び退会の承認について

　　�　事務局より、変更がない旨説明があり

承認された。

２．報告事項

　⑴　委員会・専門部会委員について

　⑵　地区役員名簿の提出について

　⑶　協会ロゴマークについて

　　　協会ロゴマークが

　　決まりました。

　⑷　委員会報告

　　①�　第１回企画広報委員会（R4.5.11）

議事録

　　②�　第１回マニフェスト推進委員会

（R4.4.5）議事録

　⑸　今後のスケジュール

　　�　事務局より資料に基づき概要報告が

あった後、次回理事会を７月７日（木）

に開催することとなった。

　第２回理事会を令和４年５月30日㈪ ホテルメルパルク松山ラフィーネで開催した。議

題及び協議結果は以下のとおりとなった。

協会ニュース協会ニュース
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令和４年度　第３回理事会の開催

１．議　題

　⑴　顧問・行政懇談会について

　　�　事務局より資料に基づき、令和４年度

顧問・行政懇談会について10月３日に

開催し、議題については、８月30日の

総務委員会で議論する旨説明があり、承

認された。

　⑵�　連合会マニフェスト頒布価格の改定に

ついて

　　�　事務局より資料に基づき、連合会マニ

フェストの頒布価格を９月１日から、現

行の26円/枚から30円/枚に改定する一

方、建設マニフェストについては、現行

の25円/枚に据え置く旨説明があり、承

認された。

　⑶�　適正処理推進等活動支援金交付申請に

ついて

　　�　事務局より青年部と宇和島地区の申請

について、資料に基づき概況説明があり、

承認された。また、西山会長から学校と

連携した取り組みを、協会全体に広げて

いくべきであるとの発言があった。

　⑷　新規会員加入及び退会の承認について

　　�　事務局より資料に基づき、正会員２社

の入会と、２社の退会について説明があ

り、承認された。

２．報告事項

　⑴　委員会等報告

　　①�　第64回四国地域協議会議事録

　　　（R4.6.8）

　　②�　全産連第１回建設廃棄物部会運営委

員会議事録（R4.5.11）

　　③�　全産連第１回混合廃棄物分科会議事

録（R4.5.26）

　　④�　全産連第１回安全衛生委員会議事録

（R4.6.7）

　　�　事務局より一括して資料に基づき概要

説明があった。

　⑵　その他

　　①�　３Rシステム事業化促進支援事業審

査会結果について

　　　�　事務局より資料に基づき、３Rシス

テム事業化促進支援事業審査会結果に

ついて報告があった。

　　②　今後のスケジュールについて

　　　�　事務局より８月30日の総務委員会、

10月３日の理事会、顧問・行政懇談会、

来年の定時総会の日程等について報告

があった。

　第３回理事会を令和４年７月７日㈭ 東京第一ホテル松山２階ゴールドで開催した。議

題及び協議結果は以下のとおりとなった。

協会ニュース協会ニュース
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令和４年度　第２回総務委員会の開催

１．議　題

　⑴　委員長及び副委員長の選出について

　　�　事務局から、協会委員会設置規程第４

条５項により、委員長は委員の互選とし、

副委員長は委員長が指名することとなっ

ていると説明し、互選により委員長には

西山周氏が選任され、副委員長には小池

正照氏が指名された。

　　�　協会委員会設置規程第５条２項により、

委員長が議長となるため西山委員長が議

長となり進行した。

　⑵　理事会提出議題について

　　�　事務局から、下記理事会の提出議題に

ついて説明があり理事会に諮ることで承

認された。

　　①　顧問行政懇談会について

　　②�　連合会マニフェスト頒布価格の改定

について

　　③�　適正処理推進事業等活動支援金変更

承認申請書について

　　④�  新規会員加入及び退会の承認につい

て

　⑶　その他

　　①　８月の総務委員会日程について

　　　�　８月30日（火）13：30から開催す

ることとなった。

　　②　第11回定時総会について

　　　�　開催日程場所等について資料のとお

りで理事会に諮ることとなった。

　第２回総務委員会を令和４年７月７日㈭ 協会会議室で開催した。議題及び協議結果は

以下のとおりとなった。

協会ニュース協会ニュース
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令和４年度　第１回企画広報委員会の開催

１. 議　題

　⑴�　「えひめの資源循環」第13号（５月号）

企画編集について

　　�　内容について協議し、「えひめの資源

循環」第13号（５月号）を５月末に発

行した。

　⑵　ホームページについて

　　・�アクセス解析及びバナー広告について

報告。

　⑶　その他

　　①�　「えひめの資源循環」第14号（８月

号）の表紙について

　　　・表表紙……�西条市「王至森寺のキン

モクセイ」に決定。

　　　　　　　　　�写真は西条市役所等に依

頼する。

　　　・裏表紙……�三島神社本殿（富久委員

撮影）④に決定。

　　②　次回委員会の開催日について

　　　・第14号（８月号）

　　　　令和４年８月４日(木)13：30～

　　　・編集後記…一色委員

　第１回企画広報委員会を令和４年５月11日㈬、協会会議室で開催した。

協会ニュース協会ニュース
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令和４年度　優良産業廃棄物処理業者育成研修の開催

　愛媛県からの受託事業である優良産業廃棄物処理業者育成研修会を、専門の講師を招き産業

廃棄物処理業者を対象に下記の日程で開催しました。

○　産業廃棄物処理の実務者研修（基礎編）

　　開 催 日　　令和４年６月30日(木)

　　開催場所　　リジェール松山（ＪＡ愛媛）

　　受講者数　　64名

　　研修内容　　① 開講あいさつ

　　　　　　　　② 「産業廃棄物処理の基礎」（講師　岩田　隆 氏）

　　　　　　　　③ 「実践‼ 産業廃棄物処理委託契約書の作成」

　　　　　　　　④ 「愛媛県からのお知らせ」

　　　　　　

○　産業廃棄物に係る許可手続き研修

　　開 催 日　　令和４年７月20日(水)　

　　開催場所　　リジェール松山（ＪＡ愛媛）

　　受講者数　　53名

　　研修内容　　① 開講挨拶

　　　　　　　　② 講義　「産業廃棄物に係る

　　　　　　　　　 許可手続き等について」

　　　　　　　　　 （講師　仲村　正美　氏）

協会ニュース協会ニュース
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令和４年度松山市受託安全衛生研修会の開催
（産業廃棄物処理業者研修事業）

　松山市受託の産業廃棄物処理業者育成事業である安全衛生研修会を、専門の行使を招き松山

市の産業廃棄物処理業者を対象に下記の日程で開催しました。

○　安全衛生研修会

　　開 催 日　　令和４年７月６日（水）

　　開催場所　　リジェール松山（JA愛媛）

　　受講者数　　20名

　　研修内容　　① 開講挨拶

　　　　　　　　② 講義　「安全配慮義務について！」

　　　　　　　　　　　　 （講師　中央労働災害防止協会中国四国安全衛生サービスセンター

　　　　　　　　　　　　　　　  四国支所長　光吉　宏司　氏）

協会ニュース協会ニュース
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2022年度産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の
許可申請に関する講習会の開催について

　廃棄物処理法に規定された産業廃棄物処理業の許可申請等に必要な専門的知識・技能の修得

のため、公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センターが毎年実施している講習会が、昨年度

に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、パソコンで講義動画を視聴して受講

し、会場で試験を受ける２段階形式により開催されている。

　なお、愛媛県の試験は松山市の愛媛県民文化会館２階真珠の間で以下のとおり開催された。

試験日時 講習会（課程） 受講者数

2022年７月28日㈭
午前 産業廃棄物の収集・運搬課程（新規） 73

午後 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程（更新） 73

2022年７月29日㈮
午前 特別管理産業廃棄物管理責任者講習 64

午後 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程（更新） 66

2022年10月19日㈬
午前 産業廃棄物の処分課程（新規）

午後 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程（更新）

2022年10月20日㈭
午前 産業廃棄物の処分課程（更新）

午後 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程（更新）

2022年10月21日㈮
午前 特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程（新規）

午後 特別管理産業廃棄物管理責任者講習

2022年12月７日㈬
午前 産業廃棄物の収集・運搬課程（新規）

午後 特別管理産業廃棄物の処分課程（新規）

2022年12月８日㈭ 午前 産業廃棄物の処分課程（更新）

協会ニュース協会ニュース
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令和４年度　３Ｒシステム事業化促進支援事業

　３Ｒシステム事業化促進支援事業につきましては、４月11日から５月20日まで会員に対して

募集したところ、３件の応募があり、６月３日事業審査会を開催して学識経験者及び行政による

厳正な審査をしたところ、全件とも採択されました。

　また、協会が行う３Ｒシステム等調査研究事業

については、検討会を設置し、再資源化技術につ

いて分析検討や調査研究視察を行い循環型社会

ビジネスの事業化について取りまとめるとともに、

昨年度に引き続き研究成果発表会を開催するほか、

災害時における対応強化のため、災害時に支援可

能な資機材調査や情報伝達訓練を行いますので、

会員の皆様の積極的なご参加をお願いします。

補助金総額1,800万円

補助金の種類 補助対象事業 補助率 採択事業 補助額

３Ｒ
システム
事業化

促進支援
事業費
補助金
(会員)

ア　研究・開発事業
県内の産業廃棄物の３Ｒ及び減
量化・製品化に資するための研
究・開発及びそれを踏まえた機
器整備

３/４以内
補助限度額
500万円

㈱愛亀
回収プラスチックのアス
ファルト混合物への利用

研究

500万円

㈱エヌ・ピー・シー
太陽光パネルの高度リサ

イクル研究開発事業
500万円

イ　技術・設備導入事業
産業廃棄物の３Ｒ化及び減量
化・製品化の推進に係る技術及
び設備の導入

１/３以内
補助限度額
500万円

㈱今治衛生
プラスチック圧縮減容機

設備導入事業
500万円

３Ｒ
システム
等調査

研究事業
(協会)

調査研究事業費
産業廃棄物の３Ｒのリサイクル
システム、新たな再資源化技
術、災害時のＢＣＰ計画・災害
廃棄物処理計画の策定等に資す
る調査研究

３/４以内

えひめ産業資源循環協会

３Ｒシステム技術研究調
査事業

300万円

協会ニュース協会ニュース
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